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の3種と小学校年代の 4種では、 2010年から 2018年にかけて
選手数は減少しているにもかかわらず、チーム数は増加している。
このことは指導者の増加と同時に、選手獲得競争が引き起こされ
る可能性を示している。 JFAで公開 7) されている指導者ライセ
ンス登録者数を (D級~S級 8)) 確認すると、 2004年 26,743人、
2010年64,389人、 2018年83,588人となっており、特に少年
















































































1980 3,17 50,739 
1990 113.786 
3,697 
5,186 3,976 146.701 



















※JFAホームページ (https://www JfaJp/ aboutjfa/ organization/ 










































































































































































人 (2006年 11月設立）の立ち上げ時から H氏も加わり、弟の
R氏のほか、公立高校で非常勤講師をしていた M氏、 F高校サッ























































































































































































日・金曜日、 F高校会場で火曜日、 U会場で木曜日、各 2時間活
動している。子どもたちは、参加する曜日を事前に指定し、 4年
生以上は最低週 2回の練習と週末の 2日（試合が入ることが多
い）、 3年生以下は週 1回~3回（多くの子どもは週 2回）のス
ケジュールで活動する。曜日・会場により参加するメンバーが異
なるので、チームとしての活動は週末のみとなる。現在、会費は、
3年生以下は週 1回4,240円、週 2回6,400円、週 3回8,560円、





























成期」は 1~3名、 2012年までの「成長期」 4~5名、 2013
年以降の「成熟期」は 6~7名となっている。学生アルバイトは、




















































































































































































































































































































































































































































































JFAホームページ (https://www jfajp/ about_jfa/ organization/ 






























































11)「JFA中期計画 2019-2022」(https://www JfaJp/ about_jfa/ 
report/PDF 1h20190324_3.pdf)を参照こと (2019年 10
月 17日閲覧）。
12)本稿では、 2018年4月から 2019年 11月の期間に行った
Sクラブでの参与観察およびH氏への聞き取り調査 (2018
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付記
本研究は、 JSPS科研費 18K10859の助成を受けたものである。
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